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国内空域と洋上空域とのＲＶＳＭ導入の違い

検討すべき事項 国内空域 洋上空域

（１）ＲＶＳＭ運航に必要な機上装置 最新鋭の航空機も運航しているが、小型 国際線の航空機は、ほとんどがＲＶＳＭ
①独立した２系統の高度測定システム 機や古い機材も使用しているため、機上装 適用装置を装備している。
②高度応答するトランスポンダー装置 置の導入が必要となる。
③高度監視警告システム
④自動高度制御システム

（２）ＶＦＲの使用高度との競合 高度２９，０００フィート以上で、ＶＦ ＶＦＲ飛行は禁止されている。
Ｒ機とＩＦＲ機が対面交通となるため、空
域の分離・制限等が必要である。

（３）周辺空域との整合性 日本国内と周辺の外国ＦＩＲもレーダー 洋上空域は管制間隔が１０分～ｌ５分 ８（
管制が実施されているため、一方が適用空 ０マイル～１３０マイル）であり、国内空
域で他方が非適用空域の場合、空域の取り 域の移管間隔は、２０マイルであるため、
扱える航空機数が異なる。 洋上空域（ＲＶＳＭ適用）から国内空域に
また、ＲＶＳＭ適用空域から非適用空域 入域した場合、国内空域での高度変更が可

への管制移管において、管制間隔の欠如が 能である。
発生する。
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RVSMの洋上空域から国内空域の管制移管

国内空域（非適用空域）
レーダー管制間隔

洋上空域（適用空域）
時間管制間隔
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10分～１５分間隔
（８０～１３０マイル）

２０マイル間隔
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